平成25年度　第2回ＯＰ協会理事会議事録

日本OP第5-14-1号

日時　：平成25年12月14日（土）10:30～17:00

場所　：フォーシーズ会議室

参加者：占部副会長、矢野理事長、河内理事、榊原理事、田中理事、花田理事、岡田理事、

　　　　須河内理事、青野理事、髙山理事、中村理事、松尾理事、国見前副会長（順不同）

欠席者：荒川理事

議事録作成：岡田、確認者：須河内理事（東日本）、花田理事（西日本）

議事に先立ち、上記議事録作成者と確認者を決定し、矢野理事長を議長として審議を実施した。

【挨拶】

冒頭に国見前副会長よりアジア大会が無事終了したこと、今後も日本ＯＰ級のアジアでの地位向上、普及活動強化等引き続き各理事尽力いただきたいとの挨拶があった。

また、占部副会長より今後副会長の人選についても考慮したいとの提案があった。

審議事項

議題1　新組織各委員会(案）の協議　矢野理事

（1） 計測委員会　

　　　東西のバランスを考慮し松尾理事を任命した。

（２）広報･事務局･渉外･財務･会計委員会をまとめて総務委員会とした。

（３）普及・育成委員会を新たに設置する。

【広報の充実】

・担当理事の増加、他メディアに対しての情報発信、外部協力、選手広報についての方法、露出度、マスコミ対策、ＨＰ管理、等の意見があり、広報の位置付けと方針の設定について準備室等を設置し推進することとした。

・HPサーバーの移設、理事会メール新設を青野理事にて検討することとした。

【事務局の負担軽減】

・榊原理事の任期到来が近づき、担当事務量が多いため副担当をつけて引き継ぎ準備を行う。各理事への業務集中を分散する。

・OP協会所有のレース機材保管場所をH26/5までに決定。

・各委員会に補佐を配置し分散と引継ぎを行っていく。理事だけでなく、過去実務を経験した方等の協力体制も検討することとし、髙山理事、中村理事を総務委員会に任命した。

（４）ＪＳＡＦ対応等

・矢野理事長を担当とした。（全国加盟団体代表者会議出席等）

・ＪＳＡＦからの連絡窓口については、ルール担当を花田理事、計測担当を荒川理事とした。

【理事名簿】

・今後の協会活動への協力を得るため、歴代理事の名簿を整備することとした。

議題２　レース委員会　花田理事

（1） 最終選考会準備

・順調に進捗している。大きな問題点はなし。

（2） イヤーシリーズ　田中理事

・イヤーシリーズの見直を行い、効果が現れていないため今年は行わないこととした。

（3） ＪＯＤＡ主催レース日程について

　　　a)
2014年度JODAナショナルチーム最終選考会




日程：2013年12月21日－24日


開催地：大分県別府市　北浜ヨットハーバー

　　　b)
第32回東日本オプティミスト級セーリング選手権大会


日程：2014年8月15日－17日を予定


開催地：葉山

　　　c)
第37回西日本オプティミスト級セーリング選手権大会



日程：2014年8月29日－31日を予定 


開催地：佐賀県唐津市　佐賀県ヨットハーバー

　　　d)第30回全日本オプティミスト級チームレース選手権大会


日程：9月13-15を予定


開催地：広島県広島市　観音マリーナ

　　　e)
第46回全日本オプティミスト級セーリング選手権大会


日程：2014年11月1－3日を予定


開催地：広島県広島市　観音マリーナ

（４）平成27年度（2015年）の大会開催地の検討

　　　a)
第47回全日本オプティミスト級セーリング選手権大会

　　　　JSAF外洋東関東の協力による千葉県銚子市での開催について実施可能か運営、宿泊

　　　　等環境を打ち合わせして検討する。


期日：全日本選手権大会のレース指針、マニュアル等の決定後後早急に行う。

　　　b)2015年度JODAナショナルチーム最終選考会の公募実施


期日：締切を3月末とし開催地の公募を実施する。

（５）その他実施報告

・全日本大会、最終選考会についてＪＳＡＦへ大会申請を行った。

・大会枠申請受付を行った。

（６）全日本チームレース

・優勝杯について新調。セール（16枚）を見積にて次回理事会で検討。

・ 東日本地区におけるチームレースセミナーについて、東日本選手権または他の大会期間中の開催を検討する。

（７）全日本選手権について

・全日本を普及、最終選考会を競技力向上大会と位置づけし選手数１４０名を維持、全日本参加ＮＴ枠を廃止し①地方大会枠②東西選手権枠③クラブ枠④ホスト枠とする。

・地方大会枠については、前年の基準を用いて各地方大会1～最大２枠とする。

・全日本の大会日程を1日短縮し、早期到着１日（計測等）＋レース３日間（最大１０レース、１カット）とする。

（８）東西選手権のＢクラスレース開催について

・普及育成の観点から東西選手権にてＢクラスレースの開催を推進し各理事協力の上進める。

（９）レース委員会業務分担

・ＪＯＤＡ主催レースの担当理事、大会枠管理、全日本・選考会公募等担当理事を決定。

議題３　総務委員会

（１）会計報告　須河内理事　平成25年9月30日時点の貸借対照表、損益計算書の報告

・期間の会計報告および監事からの会計監査報告があり、承認された。

・監事から、資産管理、監事補佐配置の提言報告があり今後の検討課題とした。

（2） 新規加盟希望クラブ　榊原理事

・鳥取「湖山池ドリームジュニア」より新規加盟の希望があり、同クラブからの提出資料を検討の上、新規加盟を承認した。全選手会員３５７名、４５クラブとなった。

議題４　強化海外派遣委員会　田中理事

（1） 選考会での大陸選手権派遣について

・世界選手権（10/22－11/2アルゼンチン5名）、アジア選手権（3/28-4/6バーレーン10名　異性３名）の派遣行う。

・ヨーロッパ選手権（7/12-20　アイルランド）、北米選手権（7/9-16　メキシコ）についてはＮＯＲが公開されたのち、日本チームの参加枠を確認した上で最終選考会ＮＴ選考方法に従い派遣を行う。

（2） ＪＯＤＡからの補助金ついて

・ワールドコーチは鈴木國央氏。チームに補助金を支給する。他は前年同様補助なし。

（3） ナショナルチーム合宿について

・3/21－23日、和歌山セーリングセンターにて開催する。約５０名を予定。

・各大陸大会のＮＯＲが発表されていないことから、ＮＴ合宿の参加選手が決定していないことが予想される。

（4） アジア競技大会およびアジアセーリングチャンピオンシップについて

・アジアセーリングチャンピオンシップは開催されないことが決定。派遣できず。

・アジア競技大会については、ＪＯＣ・ＪＳＡＦ各協議によるＯＰ級派遣決定後、JSAFへ選手を推薦する。

議題５　普及育成委員会　矢野理事長

（1） 普及活動の位置付け

・会員クラブの増加、ヨット人口の増加、ＯＰの普及等具体的対策について、本日の協議内容を踏まえて本年度に進めていく事項を普及育成委員会にて検討していく。

議題６　アジア大会の報告・反省　花田理事

（１）実行委員として２０１３アジア大会の課題等報告があった。

・今後も国際大会の開催があるので、各委員会にて作成使用した書類をデータとして残す必要あり。各委員会でデータを集約し保存することとした。

次回理事会を平成２５年５月１０日とした。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

議事録確認理事　　東日本水域　須河内　利明
　　　　　　　　　西日本水域　花田　卓教

